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久喜市都市計画マスタープランの一部改定に係る新旧対照表 

 

頁    等 改 定 後 改 定 前 

３頁 ■部門別行政計画 

○埼玉の持続的成長を支える産業

基盤づくり取組方針 

○久喜市環境保全率先実行計画 

○久喜市地域防災計画 

○久喜市地域福祉計画・久喜市社

会福祉協議会地域福祉活動計画 

○久喜市国土強靭化地域計画 

■部門別行政計画 

○田園都市産業ゾーン基本方針  

          

○久喜市環境保全率先実行計画 

○久喜市地域防災計画 

○久喜市地域福祉計画・久喜市社

会福祉協議会地域福祉活動計画 

６頁 （１）位置と地勢 

本市は、埼玉県の東北部にあり、 

都心まで５０㎞圏内にあります。 

（略） 

面積は８２．４１ｋｍ２、市域

は東西約１５．６ｋｍ、南北約 

１３．２ｋｍ、市域全体がほぼ平

坦な地形となっています。 

気候は、夏は高温多湿、冬は低

温乾燥で、内陸性の太平洋側気候

に属しています。平均気温は 

１４．９℃、年間平均降水量は

１，３２１．４ｍｍです。 

（１９９１～２０２０年、熊谷地

方気象台久喜観測所） 

（１）位置と地勢 

本市は、埼玉県の東北部にあり、 

都心まで５０㎞圏 にあります。 

（略） 

面積は８２．４ ｋｍ２、市域

は東西約１５．６ｋｍ、南北約 

１３．２ｋｍ、市域全体がほぼ平

坦な地形となっています。 

気候は、夏は高温多湿、冬は低

温乾燥で、内陸性の太平洋側気候

に属しています。平均気温は 

１４．５℃、年間平均降水量は

１，２８１．１ｍｍです。 

（１９８１～２０１０年、熊谷地

方気象台     ） 

７頁 

 

 

 

 

 

 

 

（２）人口の推移 

人口（令和２ 年国勢調査）は

１５０，５８２人であり、県内 

６３市町村中第１１番目の人口規

模を有しています。年齢別の構成 

をみると、年少人口（１４歳以下） 

は１６，５３７人（総人口の 

１１．０％）、高齢人口（６５歳 

以上）は４６，０９７人（総人口

の３０．６％）となっています。

また、平成１７年と比較して、年

少人口は２．３ポイント減少、高

齢人口は１４．６ポイント増加し

ており、少子高齢化の傾向が顕著

となっています。 

（２）人口の推移 

人口（平成２２年国勢調査）は

１５４，３１０人であり、県内 

３９市  中第１２番目の人口規

模を持っています。年齢別の構成 

をみると、年少人口（１４歳以下） 

は１９，００９人（総人口の 

１２．３％）、高齢人口（６５歳 

以上）は３２，０６７人（総人口

の２０．８％）となっています。

また、平成７ 年と比較して、年

少人口は５．５ポイント減少、高

齢人口は１０．６ポイント増加し

ており、少子高齢化の傾向が顕著

となっています。 

資料１－２ 
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頁    等 改 定 後 改 定 前 

７頁「年齢別人口構成

の推移」 

資料１－３ １ページ参照 資料１－３ ２ページ参照 

８頁「将来人口の推

計」 

資料１－３ ３ページ参照 資料１－３ ４ページ参照 

１０頁 （３）工業・流通系土地利用 

市内の工業地としては、久喜菖

蒲工業団地、清久工業団地、鷲宮

産業団地等の工業団地のほか、菖

蒲北部地区や菖蒲南部産業団地な

どの産業拠点があげられます。こ

れらの産業拠点では交通条件の良

さから、製造業・流通業を中心と

した企業が立地しています。また、    

          首都圏中央

連絡自動車道（以下、「圏央道」と

いう。）の県内全線開通に伴い、本

市は首都圏でも有数の交通の要衝

となっており、本市への企業立地

の需要はますます高まっていま

す。そのため、新たな雇用の創出

や地域の活性化に向け、田園環境

と調和した産業基盤づくりを促進

するとともに、企業の誘致を推進

する必要があります。 

（３）工業・流通系土地利用 

市内の工業地としては、久喜菖

蒲工業団地、清久工業団地、鷲宮

産業団地等の工業団地のほか、菖

蒲北部地区や菖蒲南部産業団地な

どの産業拠点があげられます。こ

れらの産業拠点では交通条件の良

さから、製造業・流通業を中心と

した企業が立地しています。現在

工事が進められている首都圏中央

連絡自動車道（以下、「圏央道」と

いう。）の    開通に伴い、本

市は首都圏でも有数の交通の要衝

となることから、企業立地の可能

性はさらに高まるものと思われま

す。新たな雇用を創出し、地域を

活性化させるため、これらの充実

した交通体系を活かした企業の誘

致等の推進が必要となっていま

す。 
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頁    等 改 定 後 改 定 前 

１１頁 （削除） 

 

 

 

 

 

 

（略） 

【参考】都市計画法に基づく区域

区分および用途地域 

（略） 

 

（４）農業系土地利用 

（略） 

【参考】農用地区域の状況 

 市街化調整区域内では農業振興

地域内に農用地区域を定め           

     ています。農用地区域

とは、将来にわたり農業上の利用

を確保すべき土地の区域であり、 

農業以外の利用を制限しています。 

また、圏央道の久喜白岡ジャン

クションから白岡菖蒲インターチ

ェンジ間が整備されたことから、

開発ポテンシャルが高まることが

予想されます。このため、田園環

境と調和した産業基盤づくりを促

進していく必要があります。 

（略） 

【参考】都市計画       

区分および用途別土地利用 

（略） 

 

（４）農業系土地利用 

（略） 

【参考】農用地  の状況 

 市街化調整区域内では農業振興

地域内に農用地区域を定め、農用

地を指定しています。農用地   

とは、将来にわたり農業上の利用

を確保すべき土地   であり、 

農業以外の利用を制限しています。 

１２頁「土地利用の現

況と課題」 

資料１－３ ５ページ参照 資料１－３ ６ページ参照 
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頁    等 改 定 後 改 定 前 

１３頁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）公共交通 

（略） 

市内のバス路線としては、久喜

駅を起点とした路線（久喜駅西口

～菖蒲仲橋、久喜駅東口～青葉団

地）、東鷲宮駅を起点とした路線 

（東鷲宮駅西口～豊野コミュニテ 

ィセンター）、菖蒲車庫を起点と 

した路線（菖蒲車庫～桶川駅東口、 

菖蒲車庫～蓮田駅西口）などが運

行されており、これらの路線の維

持・充実が求められます。 

このほか、本市では、公共施設

等への交通手段を確保し、市民の

生活利便性を高めるため、市内循

環バスやデマンド交通（くきま

る）、くきふれあいタクシー（補助

タク）を            

         運行していま

す。 

（２）道路体系 

本市は            

          、国道４号、

１２２号、 主要地方道さいたま

栗橋線等の幹線道路が南北方向に

縦断しています         

   。また、高速道路について

は、東北縦貫自動車道（以下、「東

北道」という。）の久喜インターチ

ェンジ及び圏央道の白岡菖蒲イン

ターチェンジが設置されているほ

か、東北道と圏央道が久喜白岡ジ

ャンクションで接続しており、広

域的な交通体系に恵まれていま

す。 

（１）公共交通 

（略） 

市内のバス路線としては、久喜

駅を起点とした路線（久喜駅西口

～菖蒲仲橋、久喜駅東口～青葉団 

地）、東鷲宮駅を起点とした路線 

（東鷲宮駅西口～加須川口循環・ 

川口３丁目）、菖蒲車庫を起点と 

した路線（菖蒲車庫～桶川駅東口、 

菖蒲車庫～蓮田駅西口）などが運

行されており、これら 路線の維

持・充実が求められます。 

このほか、本市では      

                            

            市内循

環バス７系統を運行しており（現

在は久喜地区のみ）、公共施設等へ

の交通手段の確保、市民の生活利

便性を高めるために運行していま

す。 

（２）道路体系 

本市は、東北縦貫自動車道（以

下、「東北道」という。）、国道４号、

１２２号及び主要地方道さいたま

栗橋線等の幹線道路が南北方向に

縦断し、広域交通体系に恵まれて 

います。圏央道の久喜白岡ジャン

クション及び白岡菖蒲インターチ

ェンジが整備され、東北道の久喜

インターチェンジを含め、２か所

のインターチェンジがあり、広域

交通の機能や利便性の一層の向上

が図られました。           

                

   

 

  



5 

 

頁    等 改 定 後 改 定 前 

１３頁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今後は、都市間移動を円滑にす

る広域道路ネットワークを形成す

るために、スマートインターチェ

ンジの設置を推進するとともに、

移動時間の短縮に大きな効果のあ

る国道や主要地方道などの幹線道

路を重点的に整備し、日常生活や

社会経済活動を支える円滑な道路

交通を確保することが課題となっ

ています。 

（略） 

今後は、都市間移動を円滑にす

る広域道路ネットワークを形成す

るために            

              、

移動時間の短縮に大きな効果のあ

る国道や主要地方道などの幹線道

路を重点的に整備し、日常生活や

社会経済活動を支える円滑な道路

交通を確保することが課題となっ

ています。 

（略） 

１４頁「都市計画道路

整備率」 

資料１－３ ７ページ参照 資料１－３ ８ページ参照 

１４頁 （３）超高齢社会にふさわしい交

通環境 

本市の総人口に占める高齢者人

口の割合は３０．６％（令和２年

国勢調査）であり、高齢化率が 

２１％を超える超高齢社会となっ

ています     。 

超高齢社会にふさわしい移動手

段を確保するために、公共交通の

一層の充実が課題となります。現

在、本市では、 市内循環バスや

デマンド交通（くきまる）、くきふ

れあいタクシー（補助タク）を運

行していますが、利便性の向上や

市内の交通不便地区の改善を図る

ため、路線や便数の再編           

            などが

課題となっています。 

（略） 

（３）超高齢社会にふさわしい交

通環境 

          高齢者人

口の割合が今後も高まると、平成

３０年中に   高齢化率が 

２１％を超える超高齢社会となる

ことが想定されます。 

超高齢社会にふさわしい移動手

段を確保するために、公共交通の

一層の充実が課題となります。現

在、久喜地区では市内循環バス        

                

             を運

行していますが、利便性の向上や

市内の交通不便地区の改善を図る

ため、路線や便数の再編や、新た

な公共交通システムの整備などが

課題となっています。 

（略） 
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頁    等 改 定 後 改 定 前 

１４頁 （４）地域資源を活かした観光交

流 

（略） 

   菖蒲地区には、圏央道の休

憩施設（パーキングエリア）が設

置されています。今後は、一般道

利用者や地域住民も利用できる観

光交流拠点の  整備が望まれて

います。（略） 

（４）地域資源を活かした観光交

流 

（略） 

今後、菖蒲地区に  圏央道の休

憩施設が整備される予定があるな

ど、          一般道

利用者や地域住民も利用できる観

光交流拠点とした整備が望まれて

います。（略） 

１５頁「交通体系の現

況と課題」 

資料１－３ ９ページ参照 資料１－３ １０ページ参照 

１８頁「各地区の主要

な公園一覧」 

資料１－３ １１ページ参照 資料１－３ １２ページ参照 

１８頁「緑・水の現況

と課題」 

資料１－３ １３ページ参照 資料１－３ １４ページ参照 

１９頁 （１）都市防災 

駅等を中心とした既成市街地の

一部には、老朽化した建物が密集

し、緊急車両が通れない狭い道路

がみられるなど、防災上危険な区

域があります。これらの市街地に

ついては、狭い道路の拡幅や建物

の不燃化などによる災害に強い市

街地の形成が必要となっていま

す。 

市街化調整区域のうち、水害時

に浸水等の被害が想定される地域

については、新たな住宅開発を抑

制します。 

（略） 

（１）都市防災 

駅等を中心とした既成市街地の

一部には、老朽化した建物が密集

し、緊急車両が通れない狭い道路

がみられるなど、防災上危険な区

域があります。これらの市街地に

ついては、狭い道路の拡幅や建物

の不燃化などによる災害に強い市

街地の形成が必要となっていま

す。 

（新規） 

 

 

 

（略） 

２０頁「防災の現況と

課題」 

資料１－３ １５ページ参照 資料１－３ １６ページ参照 
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頁    等 改 定 後 改 定 前 

２９頁 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）都市構造 

（略） 

■都市核 

鉄道駅をはじめとした公共交通

の拠点地域を、商業・文化・行政

サービス等の機能が集積した賑わ

いのある交流拠点となるよう本市

の都市核と位置づけ、それぞれの

地域特性を活かした市街地形成を

図ります。 

（略） 

■産業系ゾーン 

本市の産業面での活力を生み出

す産業拠点の形成を図るため、イ

ンターチェンジ周辺や広域交流軸

が結節する交通条件の優れた地域

や既存の工業団地を産業系ゾーン

と位置づけ、本市の将来を担う新

たな産業拠点の形成を図ります。 

（３）都市構造 

（略） 

■都市核 

市役所、各総合支所、駅の周辺

地域   を、商業・文化・行政

サービス等の機能が集積した賑わ

いのある交流拠点となるよう本市

の都市核と位置づけ、それぞれの

地域特性を活かした市街地形成を

図ります。 

（略） 

■産業系ゾーン 

本市の産業面での活力を生み出

す産業拠点の形成を図るため、イ

ンターチェンジ周辺や広域道路軸

が結節する交通条件の優れた地域

や既存の工業団地を産業系ゾーン

と位置づけ、本市の将来を担う新

たな産業拠点の形成を図ります。 

３０頁「都市構造図」 資料１－３ １７ページ参照 資料１－３ １８ページ参照 
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頁    等 改 定 後 改 定 前 

３３頁 ２．産業拠点の整備育成 

（１）幹線道路沿道等における新

たな産業立地の誘導 

■産業基盤整備の促進   

インターチェンジ周辺や主要な

幹線道路の沿道等において、高い

交通利便性を生かした産業基盤の

整備を促進します。 

（削除） 

 

 

 

 

 

（削除） 

２．産業拠点の整備育成 

（１）幹線道路沿道等における新

たな産業立地の誘導 

■産業ゾーンの計画的配置 

 圏央道、国道１２２号及び 

１２５号などの広域交通体系を活

かし、計画的な産業ゾーンの形成

を図ります。    

■産業地の整備誘導 

 国道１２２号沿線（菖蒲地区）

や白岡菖蒲インターチェンジ周辺

において、地域産業の発展と雇用

創出に資する産業地の整備誘導を

図ります。 

■新たな産業誘致 

 国道１２５号及び主要地方道さ

いたま栗橋線（栗橋地区）、一般県

道幸手久喜線（鷲宮地区）の交通

利便性を活かし、本市北部におい

て産業立地の受け皿となる新たな

都市基盤の整備を促進します。 

３４頁 （２）田園環境と調和した秩序あ

る住宅市街地の整備 

（略） 

■地域事情を踏まえた農村集落等

の整備  

農用地区域などの優良農地の保

全を基本とする地域においては、 

       コミュニティ維持

の観点など地域事情を踏まえた農

村集落等の整備を図ります。 

（２）田園環境と調和した秩序あ

る住宅市街地の整備 

（略） 

■地域事情を踏まえた緩やかな開

発の誘導 

農用地区域などの優良農地の保

全を基本とする地区においては、

集団農地を除きコミュニティ維持

の観点など地域事情を踏まえた緩

やかな開発を誘導します。 

３５頁「活力創造の方

針図」 

資料１－３ １９ページ参照 資料１－３ ２０ページ参照 
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頁    等 改 定 後 改 定 前 

３６頁 （１）効率的な幹線道路体系の整

備 

（略） 

■都市計画道路の見直し 

 市内外の交通状況の変化によ

り、都市計画道路の廃止・延伸等

計画的に見直しを図ります。 

■スマートインターチェンジの設

置等 

東北道や圏央道等による交通利

便性を最大限に生かすため、久喜

駅東側における圏央道スマートイ

ンターチェンジの設置に向けた検

討を行うとともに、関連する道路

の整備を推進します。 

（１）効率的な幹線道路体系の整

備 

（略） 

■都市計画道路の見直し 

 市内外の交通状況の変化によ

り、都市計画道路の廃止・延伸等

計画的に見直しを図ります。 

（新規） 
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頁    等 改 定 後 改 定 前 

３８頁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．快適で利便性の高い公共交通

の整備 

（１）鉄道の利便性の向上、既存

の路線バスの維持 

■駅方向へのバス路線など交通環

境の充実 

市内各地区から駅方向への交通

利便性が改善されるようバス路線

の充実を促進するとともに、デマ

ンド交通など市民ニーズに対応し

た公共交通を適切に運用します  

  。 

■駅周辺 交通環境のバリアフリ

ー化の推進 

駅周辺における整備開発等に併

せて、高齢者等に対応したエレベ

ーター、エスカレーター等の設置

を図るなど  利便性向上を図り

ます。 

（２）交通不便地域や高齢者の移

動手段に配慮した公共交通の整備 

■公共交通の拡充・再編、路線バ

スの充実   

高齢社会に対応した移動手段の

必要性や、環境意識の高まり、バ

リアフリー環境の不足等に対応

し、市内循環バスやデマンド交通

等の利用状況を検証しながら必要

な見直しを行うとともに、民間事

業者が運行する路線バスの充実を

促進します。 

（削除） 

３．快適で利便性の高い公共交通

の整備 

（１）鉄道の利便性の向上、既存

の路線バスの維持 

■駅方向へのバス路線など交通環

境の充実 

市内各地区から駅方向への交通

利便性が改善されるようバス路線

の充実を促進するとともに、デマ

ンドバスなど市民ニーズに対応し

た公共交通システムの導入に努め

ます。 

■駅施設等交通環境のバリアフリ

ー化の推進 

駅施設の整備改修等   に併

せて、高齢者等に対応したエレベ

ーター、エスカレーター等の設置

を図るなど駅の利便性向上を図り

ます。 

（２）交通不便地域や高齢者の移

動手段に配慮した公共交通の整備 

■市内循環バス等の拡充・再編に

よる利用促進 

高齢社会に対応した移動手段の

必要性や、環境意識の高まり、バ

リアフリー環境の不足等に対応

し、市内循環バス         

等の拡充・再編を図ります          

                

                

     。 

■本市の交流を図る公共交通の充

実 

公共交通の充実のため、循環バ

スの必要に応じた再編とデマンド

バス等の導入を図るほか、路線バ

スの充実を促進します。 
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頁    等 改 定 後 改 定 前 

３９頁「交流推進の方

針図」 

資料１－３ ２１ページ参照 資料１－３ ２２ページ参照 

４１頁 ２．自然や農地が有する多面的機

能の確保 

（１）農地等における生物生息、

雨水涵養等の多面的機能の確保 

（略） 

■水辺環境や生物生息状況に基づ

く保全活動等の支援 

市内各所の豊かな水辺環境や、

生物生息環境等を踏まえ、水路の

水質浄化など環境保全の取組みを

進めます       。（略） 

２．自然や農地が有する多面的機

能の確保 

（１）農地等における生物生息、

雨水涵養等の多面的機能の確保 

（略） 

■水辺環境や生物生息状況に基づ

く保全活動等の支援 

市内各所の豊かな水辺環境や、

生物生息環境等を踏まえ、水路の

水質浄化など環境保全の取組みを

要する区域を設定します。（略） 

４４頁「環境共生の方

針図」 

資料１－３ ２３ページ参照 資料１－３ ２４ページ参照 

４８頁「安心定住の方

針図」 

資料１－３ ２５ページ参照 資料１－３ ２６ページ参照 

５３頁 ３．地区整備の方針 

（１）駅前中心地に活気と魅力を

もたらす環境づくり 

（略） 

■駅付近において待合・休憩スペ

ース              

   など、駅利用者を中心とし

た市民生活の利便性向上を果たす

機能の導入を推進します。 

■久喜駅東口及び西口の駅前環境

整備をはじめ、土地の有効活用に

よる住宅供給を促進し、若年層の

街なかへの居住を誘導するなど中

心地の活力再生に取り組みます。 

３．地区整備の方針 

（１）駅前中心地に活気と魅力を

もたらす環境づくり 

（略） 

■駅付近において待合・休憩スペ

ース、駅前行政サービス、保育サ

ービスなど、駅利用者を中心とし

た市民生活の利便性向上を果たす

機能の導入を推進します。 

■駅西口一帯    の駅前環境

整備をはじめ、土地の有効活用に

よる住宅供給を促進し、若年層の

街なかへの居住を誘導するなど中

心地の活力再生に取り組みます。 
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頁    等 改 定 後 改 定 前 

５４頁 （５）道路体系の改善による交通

円滑化の推進 

■都市計画道路（杉戸久喜線など

の未整備区間）の整備を推進する

とともに、主要な交差点の         

         改良等による

交通の円滑化を促進します。 

■圏央道側道の整備               

      、都市計画道路北中

曽根三箇線延伸など、菖蒲地区、

鷲宮地区との間で市の一体化を促

す幹線道路の整備を推進します。 

■圏央道へのスマートインターチ

ェンジの設置や、都市計画道路久

喜東停車場線及び平沼和戸線の整

備を推進します。 

（６）定住・就労環境の確保 

（削除） 

（５）道路体系の改善による交通

円滑化の推進 

■都市計画道路（杉戸久喜線など

の未整備区間）の整備を推進する

とともに、主要地方道上尾久喜線

（下早見）の交差点改良等による

交通の円滑化を促進します。 

■圏央道側道の整備、西堀・北中

曽根線の整備、都市計画道路北中

曽根三箇線延伸など、菖蒲地区、

鷲宮地区との間で市の一体化を促

す幹線道路の整備を推進します。 

（新規） 

 

 

 

（６）定住・就労環境の確保 

清久工業団地周辺土地区画整理事

業イメージ図 

５５頁「地区整備構想

図」 

資料１－３ ２７ページ参照 資料１－３ ２８ページ参照 
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頁    等 改 定 後 改 定 前 

５６頁 １．菖蒲地区の課題 

（略） 

■地区内には圏央道の白岡菖蒲イ

ンターチェンジが開通し、圏央道

休憩施設（パーキングエリア ）

の整備が完了した ことから、地

域資源として定着したラベンダ

ー、あやめなど花のまちづくりや

田園環境などを活用しながら観光

交流を進めていくとともに、地域

雇用を創出する産業の誘致や、田

園と共生する定住環境を整備して

いくことが求められています。 

（略） 

１．菖蒲地区の課題 

（略） 

■地区内には圏央道の白岡菖蒲イ

ンターチェンジが開通し、圏央道

休憩施設（パーキングエリア等）

の整備が予定されることから、地

域資源として定着したラベンダ

ー、あやめなど花のまちづくりや

田園環境などを活用しながら観光

交流を進めていくとともに、地域

雇用を創出する産業の誘致や、田

園と共生する定住環境を整備して

いくことが求められています。 

（略） 

５７頁 ３．地区整備の方針 

（１）歴史・文化や地域資源を生

かした観光交流の推進 

（略） 

■圏央道休憩施設（パーキングエ

リア ）の整備を契機として、こ

れを活用した観光拠点の整備やス

マートインターチェンジの設置等

を促進するとともに、観光交流拠

点と周辺道路体系との連携を図り

ます。 

■菖蒲清掃センターに新たなごみ

処理施設の建設を推進するととも

に、新たなごみ処理施設と一体と

なった（仮称）本多静六記念 市

民の森・緑の公園の整備を推進し、

地域振興の拠点を創出します。  

                

                

        

３．地区整備の方針 

（１）歴史・文化や地域資源を生

かした観光交流の推進 

（略） 

■圏央道休憩施設（パーキングエ

リア等）の整備を契機として、こ

れを活用した観光拠点の整備やス

マートインターチェンジの設置等

を促進するとともに、観光交流拠

点と周辺道路体系との連携を図り

ます。 

■菖蒲清掃センターに新たなごみ

処理施設の建設を推進するととも

に、新たなごみ処理施設と一体と

なった    本多静六記念 市

民の森・緑の公園の整備を推進し

ます、          。ま

た、国道１２２号沿線に道の駅な

どの地域振興施設の立地について

取り組みます。 
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頁    等 改 定 後 改 定 前 

５８頁 （３）田園と共生し地域活性化に

寄与する定住環境の創出 

■地区住民の定住を支える生活・

交流の中心として、菖蒲バスター

ミナル  周辺を位置づけるとと

もに、既存市街地の環境改善を図

り地区全体の活性化に取り組みま

す。 

（略） 

 

（４）地域を支える産業・交流の

活性化 

（略） 

■公共交通の充実のため、市内循

環バスの必要に応じた路線等の検

討を行うとともに、デマンド交通

（くきまる）やくきふれあいタク

シー（補助タク）の利用状況等を

検証し、必要な見直しを行います。             

（略） 

（３）田園と共生し地域活性化に

寄与する定住環境の創出 

■地区住民の定住を支える生活・

交流の中心として、新たに設ける

交通結節点周辺を位置づけるとと

もに、既存市街地の環境改善を図

り地区全体の活性化に取り組みま

す。 

（略） 

 

（４）地域を支える産業・交流の

活性化 

（略） 

■公共交通の充実のため、市内循

環バスの必要に応じた路線等の検

討とデマンドバス等の導入を図る

ほか、高速バス・路線バス・デマ

ンドバス等の交通結節点の設置を

推進します。          

（略） 

５９頁 

 

■遊水地等の資源を活かし、また、

観光交流施設等との連携を踏まえ

つつ総合運動公園の整備に努めま

す。 

■農業の振興と地域の活性化を図

るため、防災機能やスポーツ振興

拠点としての機能を併せ持つ農業

振興拠点（道の駅）の整備を推進

します。 

 

■遊水地等の資源を活かし、また、

観光交流施設等との連携を踏まえ

つつ総合運動公園の整備に努めま

す。 

（新規） 
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頁    等 改 定 後 改 定 前 

５９頁 （６）公共施設等の適正管理と有

効活用 

（削除） 

 

 

 

 

（削除） 

 

 

 

 

（略） 

（６）公共施設等の適正管理と有

効活用 

■埼玉県立菖蒲高校跡地の活用を

促進するとともに、当面の安全上

の管理（暗がりの改善等）、さらに

は既存建物の除却及び整地等の対

策を促進します。 

■菖蒲老人福祉センターの有効活

用及び送迎バス等によるサービス

の改善を図るとともに、指定管理

者の導入を含めた施設の有効活用

について取り組みます。 

（略） 

５９頁「地区整備構想

図」 

資料１－３ ２９ページ参照 資料１－３ ３０ページ参照 

６１頁 ３．地区整備の方針 

（１）駅を中心とした整備による

街の活性化 

（略） 

■栗橋駅東口周辺における自動車

等の交通の円滑化を図るととも

に、    歩行者環境を整備す

るため、駅前広場や、一般県道栗

橋停車場線の歩道等の整備を推進

します。 

■南栗橋８丁目及びその周辺を対

象とした地区において、産官学の

連携による次世代型のまちづくり

に取り組むとともに、地区内の遊

歩道及び公園をリニューアルする

ことにより美しい景観と快適な歩

行空間を創出し、居心地が良く歩

きたくなる地区の形成を図りま

す。 

（略） 

３．地区整備の方針 

（１）駅を中心とした整備による

街の活性化 

（略） 

■駅周辺の               

                

      歩行者環境を整備す

るため     、一般県道栗橋

停車場線等の歩道  整備を推進

します。 

（新規） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（略） 
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頁    等 改 定 後 改 定 前 

６２頁 （４）活力と利便をもたらす都市

基盤の整備 

■主要地方道さいたま栗橋線等の

沿道における産業ゾーンの整備を

促進し、地域に活力と利便をもた

らす新産業の立地誘導を図りま

す。              

                

   

（略） 

（４）活力と利便をもたらす都市

基盤の整備 

■主要地方道さいたま栗橋線等の

沿道における産業ゾーンの整備を

促進し、地域に活力と利便をもた

らす新産業の立地誘導を図りま

す。あわせて、国道１２５号栗橋

大利根バイパスの整備を促進しま

す。 

（略） 

６３頁 ■利根川堤防上に防災公園を整備

し、地震等の災害時における一時

的な避難場所を確保するととも

に、同公園内において、水防活動

の拠点となる機能や利根川の治水

の歴史を学習できる機能などを備

えた施設の整備を推進します。 

（新規） 

６３頁「地区整備構想

図」 

資料１－３ ３１ページ参照 資料１－３ ３２ページ参照 

６５頁 ３．地区整備の方針 

（２）駅周辺等の快適性や利便性

を向上させる環境の整備 

（略） 

■               

                

           東鷲宮駅

周辺におけるバリアフリー化を推

進し、快適性・利便性の向上を図

ります       。 

（略） 

■東鷲宮駅周辺の市民による農地

の利活用（貸農園など）を促進し

ます。 

■東鷲宮駅東口において、子育て

支援やコミュニティスペース等の

機能の集積を図ります。 

３．地区整備の方針 

（２）駅周辺等の快適性や利便性

を向上させる環境の整備 

（略） 

■東鷲宮駅周辺整備事業を推進す

るとともに、駅周辺の快適性・利

便性を向上させるため、東鷲宮駅

東西口において高齢者等に対応し

たエレベーター、エスカレーター

等の設置を推進します。 

（略） 

■東鷲宮駅周辺の市民による農地

の利活用（貸農園など）を促進し

ます。 

（新規） 
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頁    等 改 定 後 改 定 前 

６６頁 （４）計画的で秩序ある市街地及

び道路の整備 

（略） 

■公共下水道の整備により、効率

的な汚水処理及び雨水排水機能の

向上を図ります。 

■わし宮団地及びその周辺の地域

において、賑わいや活力の創出に

向け、良好な居住環境の整備に取

り組みます。また、調整池の整備

をはじめとした浸水対策を進めて

いくことにより、市街地の防災性

の向上を図ります。 

（４）計画的で秩序ある市街地及

び道路の整備 

（略） 

■公共下水道の整備により、効率

的な汚水処理及び雨水排水機能の

向上を図ります。 

（新規） 

６７頁「地区整備構想

図」 

資料１－３ ３３ページ参照 資料１－３ ３４ページ参照 

７９頁 た行 

デマンド交通 

 利用登録をした人が、電話等の

予約により、自宅等から目的地、

目的地から自宅等まで、乗り合い

により移動する運行形態の輸送サ

ービスのこと。 

数字 

１１号区域 

市街化調整区域内の既存の集落

において、農業振興地域内の農用

地区域や甲種・一種農地、集団  

農地などを除き、一定の道路や排

水先が存在する区域について、市

長が指定をする区域であり、居住

の用に供する一戸建ての住宅（賃

貸の用に供するものを除く。） を

建築することが可能。 

た行 

デマンドバス 

 予約に応じて乗り合いのバスを

走らせ、自宅から目的地、または

決められた停留所間の移動を定額

で提供する新しい公共交通サービ

ス。 

数字 

１１号区域 

市街化調整区域内の既存の集落に

おいて、農業振興地域内の農用地  

や甲種・一種農地、一団の農地な

どを除き、一定の道路や排水先が

存在する区域について、市長が指

定をする区域であり、原則として

第２種低層住居専用地域に建築で

きる建築物と同種のものを建築す

ることが可能。 

 

 


